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1.緒論

秋田県において、 AA類型河川の環境基準達成率が低下し、その原因究明の一環として、人為

的汚濁の少ないと考えられる河川上流部における自然的汚濁負荷量を把握することが必要であり、

軽視することが出来ない問題と思われる。

しかしながら、人為的汚濁を受けていないと思われる河川上流部の自然的汚濁に関する研究は、

二、三の例ゆB)をみるにすぎない。我々は岩見川水系の上流部について調査し、洞沢1)の方法を

用いて自然汚濁量を算出し、自然汚濁濃度を推定したので報告する。

2. 調査対象水域とその調査地点の特色

図ー 1に示すとおり岩見川は大又川、小又川及び岩見杉沢川よりなり、いずれも山間部から流

出した点で家庭排水、工場排水等の汚濁を著明に受けておらないため自然汚濁負荷を調査するに

は好都合であると判断し調査を実施した。調査地点は図ー 1に示すとおり、 15地点で、その特色

を表ー 1に示す。なお、 AA類型環境基準点は池14の岩見大橋である。

表ー 1 岩見川水系における調査地点図

ふ 河川 地 点 特 色

1 大又川 朝 日 又橋 人為的汚濁ほとんどなし。川幅せまい。流速大。

2 ” 涼 内沢橋 人為的汚濁ほとんどなし。川床は石ころ多く乱流状態。
3 ” 堰 堤 人為的汚濁ほとんどなし。

4 小又Jll 古い 木橋 人為的汚濁ほとんどなし。川幅せまい。

5 大又川 合流前木の橋 鵜養部落より家庭排水、畜産排水流入。川幅せまく流速大。

6 小又 /II 合流前古い橋 鵜る養や部か落。より家庭排水、畜産排水流入。川幅せまいが流速ゆ

7 岩見川 岨谷峡上流 大きな岩あり。流速大。

8 ” 岨谷峡 F流 大きな岩あり。流速大。ェアレー・ンョソ大。， 
” 新川 下流 新川部落より家庭排水流入。上流 200mで河川改修工事中。

10 ” 東 下 流 東部落より家庭排水流入。

11 岩見杉沢川 仙翁台上流 人為的汚濁ほとんどない。川幅せまい。

12 ” 杉沢入 ロ 家庭排水流入。川幅せまい。
13 岩見川 野崎新橋 流速大。川床は石ころ多く乱流状態。

14 ” 岩見 大橋 家庭排水流入。 AA基準の境界。15 小 出沢 岩見JIIとの合流前 家庭排水流入。川幅せまい。

◇ 

※ 現在秋田県秋田保健所環境公害係

◇ ◇ 
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図ー I 岩見川水系における調査地点図



． 

3. 調査時期と調査方法

調査は 9月12日、 10月12日、 11月15Hの計 3回行った。調査方法は常法通り行ったが流量につ

いては特に負荷量を算出するために重要であり、川幅がせまい場合は50cm間隔、その他の場合は

I m間隔で計測した。

4.分析方法

pH（水素イオソ濃度） ガラス電極法

k （導電率） 東亜電波製導電率計

DO（溶存酸素） J I S K o 1 o 2 2 4. 3の方法

BOD（生物化学的酸素要求量） JIS Ko102 16の方法

ss（浮遊懸濁物質） 環境庁告示附表 4の方法
NHt-N（ア・ノモニウムイオソ） J I S K o 1 o 2 1 7. I. 2 Aの方法
N02-N（亜硝酸イオン） 上水道試験法 19. 2の方法

NO:i"-N (硝酸イオン） J I S K o I 02 17. 3. 2の方法

T-N（総窒素） ケルダール窒素十N02-N+NO:i"-Nの方法

T-P（総 リ ・ノ） JIS Ko102 解説 27の方法

Fe（鉄） J IS K o 1 o 2 4 7. 2の方法

so~- （硫酸イオ1/) JIS Ko102 32. 1の方法

ct一（塩素イオ・ノ） モール法

5. 調査結果及び考察

調査及び分析結果は表ー 2のとおりである。今回の調査では全て環境基準（生活項目）を満足

している。
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表ー 2 岩見川水系における調査結果

St. I'≪!. 採水時刻 天候 色 相 透(cm視)度 （流戒メe量c) 気（℃温) 水（℃温) pH (μvK /cm) 

St. 1 切 210:00 晴 無色透明 〉50 12 3 2 4.5 14.4 7.3 5 3.3 

大 又川 1(}12 10:17 小雨 無色透明 〉50 1.09 8.2 1 0.1 7.3 5 5.7 

朝 又橋 1い510:10 小雨 無色透明 〉50 1.00 9.1 8.3 7.0 5 5.o 

St. 2 !}/12 11:00 晴 無色透明 〉50 22.0 15.2 7.5 5 4.7 

大又 Ill 1()/12 11:02 小雨 無色透明 〉50 8.0 1 0.5 7.4 5 6.8 

源内沢橋 1い510:50 小雨 無色透明 〉50 9.8 8.4 7.4 60.3 

St. 3 切 211:36 晴 無色透明 〉50 1.89 25.0 I 5.3 7.4 56.3 

大又川 lQ/12 11:20 小雨 無色透明 〉50 1.5 0 I 1.0 10.8 7.3 5 7.6 

堰 堤 11/15 11 :05 小雨 無色透明 〉50 1.88 10.0 8.5 7.3 5 8.5 

St. 4 !}/22 12:37 晴 無色透明 〉50 0.64 2 4.0 I 5.4 7.4 6 2.1 

小又 JI I 19/1.2 12:38 小雨 無色透明 〉50 0.6 0 8.0 10.8 7.4 62.3 

古い木橋 1い512:40 小雨 無色透明 〉50 0.7 4 11.0 8.8 7.4 63.3 

St. 5 切 213: 10 晴 無色透明 〉50 2 3.8 1 7.4 7.5 5 8.8 

大又 JI I l(}/].2 13: 10 くもり 無色透明 〉50 9.0 11.2 7.4 59.4 

鵜養下流 105 13:10 小雨 微濁色 〉50 1 0.8 8.8 7.4 56.7 

St. 6 切 213:46 晴 無色透明 〉50 2 4.7 1 7.8 7.4 6 5.9 

小又 JI I lQ/12 13:22 くもり 無色透明 〉50 1 0.0 11.7 7.3 6 9.8 

鵜養下流 1い513:25 くもり 無色透明 〉50 I 0.8 8.4 7.3 682 

St. 7 切 214:20 晴 無色透明 〉50 24.0' 1 7.7 7.5 59.4 

大又川、小 1(}12 13:35 くもり 無色透明 〉50 8.0 11.3 7.4 61.1 

又川合流後 11/15 13:35 雨 無色透明 〉50 10.8 8.9 7.3 6 3.9 

St. 8 切 214:05 晴 無色透明 〉50 2 4.3 1 7.4 7.4 5 8.2 

岩見川 1(}12 13:50 小雨 無色透明 〉50 1 0.5 11.4 7.5 5 9.9 

岨谷峡下流 1い513:39 雨 微褐色 〉50 10.8 9.0 7.3 6 3.4 

St. 9 切 213:36 晴 無色透明 〉50 2.6 5 2 6.0 I 7.3 7.5 60.3 

岩見川 1{02 13:37 くもり 無色透明 〉50 2.2 3 I 1.0 11.3 7.4 63.8 

新川部落下流 1凶 512:45 小雨 微濁色 3 7.5 2.76 10.5 8.9 7.4 60.9 

St. 10 切 213:00 晴 微黄色 〉50 2 6.0 1 7.7 7.3 69.2 

岩見 JII 1(}12 13:25 くもり 無色透明 〉50 1 1.5 I 1.7 7.3 67.9 

東部落下流 11/15 12:35 雨 微濁色 4 8.2 10.5 9.1 7.3 7 2.3 

St. 11 切 211:55 晴 無色透明 〉50 0.9 5 2 2.0 15.8 7.5 70.2 

岩見杉沢川 lQ/12 11:45 小雨 無色透明 〉50 0.5 8 1 1.5 11.4 7.5 7 2.8 

仙翁台上流 1y15 11:10 雨 無色透明 〉50 0.58 9.8 9.5 7.4 7 6.5 

St. 12 切 211:20 睛 無色透明 〉50 0.77 2 5.5 16.7 7.5 72.8 

岩見杉沢川 l<Vi2 11:05 くもり 無色透明 〉50 0.7 0 11.0 11.3 7.5 7 4.5 

杉沢部落入口 11/15 10:55 雨 無色透明 〉50 9.7 9.4 7.4 7 7.2 

St. 13 !Vl.2 10:50 晴 無色透明 〉50 2 5.0 1 7.8 7.5 7 1.5 

岩見川 1い210:45 小雨 無色透明 〉50 11.0 11.6 7.4 7 4.0 

野崎新橋 11/15 10:45 小雨 無色透明 〉50 I 0.0 9.1 7.3 7 4.6 

St. 14 切 2 9:45 快晴 無色透明 〉50 4.1 2 2 4.0 1 7.1 7.5 7 I.4' 

岩見川 10/12 9:40 小雨 無色透明 〉50 3.9 9 1 1.0 I 1.6 7.4 73.0 

岩見大橋 1い5 9:45 雨 無色透明 〉50 3.98 11.0 9.1 7.4 7 3.0 

St. 15 lQ/12 12:57 小雨 無色透明 〉50 0.09 1 2.6 1 2.4 7.4 124 
小出沢岩見川

との合流前 1い512:10 小雨 濁 色 1 0.7 0.1 8 1 02 9.7 7.2 11 7 
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（呪D／O¢) （B呪O／p,D) （呪s／s¢） （T呪-／¢N） 唱（喝／+-p,N) N（呪五／ーR,N) N（喝D;／-.eN) （T呪-／I,P) T（喝-／FP,e) （so呵／iP,-) （咤C／『R,) 
9.5 0.4 〈1 0.08 〈0.07 〈0.007 0.0 7 〈0.006

1 0 0.5 〈1 0.1 0 〈0.07 〈0.00 7 0.10 0.007 〈0.1 4.5 I 5.0 

1 0 0.3 〈1 009 〈0.07 〈0.007 0.09 0.092 3.5 I 0.7 

9.3 0.6 〈l 〈0.07 〈0.07 〈0.007 〈0.07 〈0.006

10 0.2 〈1 009 〈0.07 〈0.007 0.0 8 0.006 〈0.1 4.8 15.0 

10 0.2 〈1 〈0.07 〈0.07 〈0.007 〈0.07 〈0.006 3.6 1 0.9 

9.3 0.4 〈1 〈0.07 〈0.07 〈0.007 〈0.07 〈0.006

10 0.4 〈1 0.1 0 〈o.o7 〈0.007 0.0 9 〈0.006 〈0.1 3.8 1 7.3 

1 0 0.3 〈1 0.09 〈0.07 〈0.007 0.08 0.006 3.5 13.2 

9.2 0.5 〈1 0.11 〈0.07 〈0.007 〈0.07 0.009 

10 0.3 1 0.1 0 〈0.07 〈0.007 0.0 8 0.007 〈0.1 3.0 1 7.0 

10 0.6 1 0.1 0 〈0.07 〈0.007 0.09 0.006 3.0 1 4.9 

9.0 0.7 〈1 0.1 I 〈0.07 〈0.007 〈0.07 0.007 

10 0.5 1 01 2 〈0.07 〈0.007 0.1 0 0.006 〈0.1 4.4 16.0 

1 0 0.4 6 01 1 〈0.07 〈0.007 0.1 0 〈0.006 4.6 13.1 

8.8 0.6 〈1 0.09 〈0.07 〈0.007 0.07 0.009 

9.9 0.3 I 0.1 6 〈0.07 〈0.007 0.14 0.006 〈0.1 4.7 1 7.0 

I 0 0.3 2 0.1 4 〈0.07 〈0.007 0.1 4 〈0.006 5.7 1 3.4 

8.9 0.4 〈1 0.1 3 〈0.07 〈0.007 0.07 0.006 

10 0.5 1 0.13 〈0.07 〈0.007 0.12 0.0 11 〈0.1 4.4 1 7.3 

10 0.5 4 0.1 3 〈0.07 〈0.007 0.1 2 0.016 4.2 12.4 

8.9 0.6 1 010 〈0.07 〈0.007 0.07 〈0.006

10 0.3 1 0.14 〈0.07 〈0.007 0.12 0.006 〈0.1 4.3 2 0.5 

1 0 0.3 5 0.1 5 〈0.07 〈0.007 0.1 5 〈0.006 4.6 12.7 

8.8 0.6 1 0.15 〈0.07 〈0.007 0.08 0.006 

10 0.4 I 0.15 〈0.07 〈0.00 7 0.12 〈0.006 〈0.1 5.2 18.3 

IO 0.4 1 0.10 〈0.07 〈0.007 0.10 〈0.006 5.0 13.9 

9.0 0.8 5 Q.3 2 〈0.07 〈0.007 0.09 0.008 

1 0 0.5 1 0.12 〈0.07 〈0.007 0.12 0.006 〈0.1 7.4 2 4.3 

10 0.4 7 0.15 〈0.07 〈0.007 0.13 0.008 8.2 1 1.8 

9.2 0.6 1 018 〈0.07 〈0.007 0.1 4 0.006 

10 0.4 1 021 〈0.07 〈0.007 0.19 0.009 〈0.1 4.6 2 4.2 

10 0.2 1 0.19 〈0.07 〈0.007 0.18 0.009 5.5 ・13.6 

9.3 0.7 2 0、18 〈0.07 〈0.007 0.1 4 0.006 

10 0.3 1 02 0 〈0.07 〈0.00 7 0.1 8 0.007 〈0.1 6.5 22.0 

10 0.2 3 0.1 9 〈0.07 〈0.007 0.18 0.016 6.7 14.9 

9.2 1.0 I 0.28 〈0.07 〈0.007 0.1 2 〈0.006

10 0.6 1 0.1 7 〈0.07 〈0.007 0.16 0.013 〈0.1 7.4 20.0 

10 0.5 〈l 0.1 7 〈0.07 〈0.007 0.17 0.007 7.3 16.0 

9.6 0.8 2 0.22 〈0.07 〈0.007 0.11 0.008 

10 0.4 1 0.1 8 〈0.07 〈0.007 0.1 7 0.006 〈0.1 7.5 1 8.4 

10 0.4 〈1 0.1 7 〈0.07 〈0.007 0.15 0.031 7.5 14.9 

10 0.6 I 0.11 〈0.07 〈0.007 0.08 0.01 0 0.13 182 2 2.7 

10 0.5 13 0.1 3 〈0.07 〈0.007 0.09 0.02 2 16.4 18.6 
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5. 1 流量と降水量

岩見川の流量と比流出量について昭和38年から47年までの 10年間について調査3)しているの

で表ー 3に示す。

降水量については調査当日より 2日前までのものを表ー 4に示すが今回の調査では 3回とも

水量的には乎水量に近い。

表ー 3 小又川道山地点における水資源開発調査報告書
⑭/s) 

年 度 豊 水 平 水 低 水 渇 水 最 大 最 小 年乎均 合 計

昭和 38年 8.0 3 4.70 2.98 1.77 41.6 7 1.7 3 6.59 2,404.40 

昭和 39年 7.6 1 4.3 6 3.1 7 2.29 5 I.I I 2.1 2 6.78 2,482.54 

昭和 40年 7.18 4.4 4 2.90 2.09 57.9 3 2.00 6.36 2,319.86 

昭和 4l年 8.62 5.2 7 3.1 7 2.4 8 71.3 4 2.3 9 7.39 2,699.04 

昭和 42年 5.77 3.39 2.68 2.26 30.68 2.17 5.20 1,898.4 8 

昭和 43年 6.03 '3.58 2.68 2.09 33.61 2.02 5.22 1,911.16 

昭和 44年 5.76 3.3 3 2.5 7 2.13 4 7.17 2.02 5.3 1 1,939.54 

昭和 45年 4.66 2.72 2.29 1.9 8 2 6.76 1.9 3 4.76 1,737.68 

昭和 46年 6.37 3.7 4 2.69 1.9 4 52.69 1.8 4 5.37 1,961.18 

昭和 47年 7.82 4.92 3.59 2.37 74.65 2.29 6.84 2,502.57 

平均年 6.78 4.04 2.87 2.14 55.49 2.05 5.98 2,185.64 

比（¢／km'•S) 7 3.11 43.58 30.96 23.08 597.9 6 2 2.10 64.46 

凸｀面積 9五Et、)
表ー 4 降水量（岩見三内）

年月日 降水量（mm) 備 考

5 3. 9. 10 1 6 2 4 hr 

9. 11 

゜
2 4 hr 

9. 1 2 

゜
o:oo~1s:oo 
15 hr 

10. 10 IO 2 4 hr 

1 0. 11 14 15 :oo ・~24:oo 
9 hr 

10. 12 1 9:00~10:00 
I hr 

11. 14 

゜
24 hr 

1 1. 15 8 9: 00~14:00 
5 hr 
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5. 2 分析結果

DOはほとんどが飽和度 90~I00%の範囲であり、pH、SSと1,i]様、顕著な変化は見られな

い。窒素、リソは下流に流下するにつれて濃度は高くなり人家があると濃度は高くなるが、濃

度的に過少のため汚濁負荷砧として表現するには困難である。 K 、 so~―、 ct―についても同

様である。また第一鉄が多く存在すると BODの値に影響を及ぼすが、今回の調在ではFeの濃

度が過少であり BODには影愕していないと思われる。

5. 3 汚濁負荷最と BOD濃度の推定

洞沢1)が指摘しているように集水地域の単位面積当りの汚濁負荷量（ LBoo-A) は比流出

量(Qりと相関し、 LBOD -AはQAと一緒に考えなければ汚濁上の意義が釈明しがたいとして

いる。我々は洞沢が山形県内諸河川ヒ流部で、あまり人工汚濁を受けていない河川で使用した

式（ Lsoo-A=  0.08 X QA -0.3)を使用し、 LBOD -Aの推定と BOD濃度の推定をしてみた。

その結果を表ー 5に示す。表ー 5の 9月にはふ 14(岩見大橋）では河川上流区域の BOD推定

値と実測値が一致し、洞沢の式を採用して良いと思われるが、l'≪l14より上流部については一致

せず実測値がド回っている。 10月、 11月の調資でも全て同様である。洞沢は人為的汚濁のあま

り受けていない河川上流水域では平均流量時、だいたい BODが 0.9ppmとし、その内 0.7ppmが自

然汚濁によると推定しているが、岩見川水系での自然汚濁による BOD濃度は実測値から判断

するともっと低いと思われる。そこで今回のデータより LBOD-AとQAIこついてプロットし、

岩見川水系における LROD -Aの推定式〔J= 0.0435 QA -0.184 0 - (1) 〕を求めた。〔図

-2参照〕
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図ー 2 岩見川水系における比流量と自然負荷呈との関係
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表ー 5 単位面積当たりの汚濁負荷量及びBOD濃度の推定 1;;::ク.:i.sl

項 目 五 点 ① 

“ 
④ a1 

9. 1 2 1.2 3 j 1.89 0.64 

Q (4/s) 1 0. 1 2 1.0 9 / 1.5 0 0.6 2 

11. 1 5 1.00 I 1.8 8 0.7 4 

A （履） 23.2 / 4 2.6 1 9.2 9.9 

9. 1 2 53.0 1 I 4 4.37 33.3 3 

QA U/kiA・ s) 1 0. I 2 46.9 8 I 35.21 32.2 9 

I 1. I 5 ぐも適）I 4 4.13 3 8.54 

9. 12 0.4 I 0.4 0.5 

実測 BOD (ppm) 1 0. 12 0.5 0.4 0.3 

1 I. 1 5 竺J 0.3 0.6 

9. 1 2 ＜叫 6 5.3 2 27.65 4 4.41 

L BOD (kg/day) 1 0. I 2 47.09 5 1.8 4 16.07 9.1 6 

1 1. 1 5 25.9 2 48.7 3 38.36 8.30 

9. 12 1.8 3 1.5 3 1.4 4 4.4 9 

L BOD -A (kg俎•day) 1 0. 12 2.03 1.2 2 0.84 0.93 

I I. I 5 1.1 2 1.14 2.00 0.84 

9. 1 2 3.9 4 3.2 5 2.3 7 

L BOD - Aの推定 1 0. 1 2 3.46 2.5 2 2.2 8 
洞

(ktJ/laR •day) I I. I 5 3.15 3.2 3 2.7 8 

沢
9. 1 2 3.18 2.6 6 2.00 

L800-nat Aの推定 1 0. 1 2 2.82 2.1 1 1.9 4 

(kgA・day) 1 1. 1 5 2.59 2.65 2.31 
の

9. 1 2 0.86 0.85 0.8 2 
河川上流区域のBOD

1 O. I 2 0.85 0.83 0.82 
方 の推定

徊） 1 l. 1 5 0.85 0.85 0.83 

9. 12 0.69 0.69 0.69 
法 自然汚濁BOD濃度の

0.6 9 
推定

1 0. 1 2 0.6 9 0.64 

(ppm) 1 1. 1 5 0.70 0.70 0.69 

9. 12 2.1 2 1.75 1.2 7 
(1) 

LBOD -Aの推定 1 0. l 2 2.00 1.3 5 1.2 2 
式

(k'J/41R• day) 11. 15 1.69 1.74 1.49 
の

河川上流区域の
9. J 2 0.4 6 0.46 0.44 

方

BODの推定
(J>pm) 1 0. 12 0.4 9 0.4 4 0.4 4 

法
11. 1 5 0.45 0.4 6 0.45 

9. 1 2 48 % 

人為的汚濁率 （％） 1 0. 1 2 33 % 
1 1. 1 5 24 % 
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⑨ ⑪ ⑮ a2 ⑭ 備 考

2.6 5 0.9 5 (0.1 3 5 ft' 4.12 

2.23 0.5 8 0.09 3.9 9 
Q:流量

2.76 0.58 0.1 8 3.98 
* 10月と 11月の平均推定

71.7 1 6.4 6.3 9.0 1 03.4 A ：集水面積

3 6.96 5 7.9 3 2 1.4 3 39.8 5 

3 l.l 0 3 5.3 7 I 42 9 3 8.59 QA=―Q A X 1,000:比流出量

38.49 3 5.3 7 2 8.5 7 38.49 

0.6 0.6 0.5 * 0.8 

0.4 0.4 0.6 0.4 * IO月と 11月の平均推定
0.4 0.2 0.5 0.4 

I 3 7.3 8 49.2 5 6.4 2 9 1.7 2 28 4.77 

77.0 7 2 0.04 4.67 36.11 1 3 7.8 9 
Lsoo =Q X BOD X 8 6.4 

9 5.39 I 0.02 7.7 8 2 4.3 6 13 7.5 5 
: BODの負荷量

1.9 2 3.00 1.0 2 I 0.19 2.75 

1.07 1.2 2 0.7 4 4.01 1.3 3 
LBOD -A=LBOD/A 

1.3 3 0.6 1 I.2 3 2.7 I 1.3 3 
：単位面積当たりのBOD負荷量

2.66 4.33 1.4 1 2.89 

2.19 2.53 0.84 2.79 Lsoo-A = 0.08 X QA -0.3 

2.7 8 2.5 3 1.9 9 2.7 8 

2.22 3.4 8 1.2 9 2.39 

1.8 7 2.1 2 0.86 2.3 2 
自然汚濁による LBOD-Aの推定

2.3 1 2.12 1.7 1 2.31 
Laoo -natA=  0.0 6 X QA 

0.8 3 0.87 0.76 0.8 4 

0.82 0.83 0.68 0.84 BOD 
LBOD-A Xl,000 

QA X 86.4 
0.84 0.8 3 0.8 1 0.84 

0.70 0.70 0.70 0.6 9 

0.70 0.6 9 0.70 0.70 
BOD L aoo-natA x 1,000 

QA X 86.4 
0.69 0.69 0.69 0.69 

1.4 2 2.3 4 0.75 1.55 

1.1 7 1.3 5 0.4 4 1.4 9 L BOD -A=  0.0 4 3 5 x QA -0.1 8 4 

1.4 9 1.3 5 1.06 1.4 9 

0.4 4 0.4 7 0.41 0.4 5 

0.4 4 0.4 4 0.3 6 0.4 5 BOD 
L BOD -AX 1,000 

QA X 86.4 
0.45 0.4 4 0.43 0.4 5 

“l：⑨ー（③＋④）

“2：⑭ー（⑨＋⑪十L⑮BO）D 
人為的汚濁率 ⑥＋LBOD@ 

LBOD⑭ 
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これによると河川上流部における推定BOD濃度は 0.4ppm前後でNu1、4、1)など人為的汚

濁がほとんど考えられない地点でのBOD濃度とほぼ一致する。

さらに秋田県分析化学センクーで昭和52年度に岩見大橋で 4回調査を行っている。そこで洞

沢の式と我々が求めた式でBOD濃度を推定した。その結果を表ー 6に、各調査日の降水量を

表ー 7に示す。水量的には 4月と 10月が豊水量で、 6月と 8月は低水量となっている。しかる

に洞沢の式及び我々の式から求めた河川上流区域の BOD推定値と実測値は各々異なっている。

これは降水量がそのつど変り、流量が平均的でないばかりでなく河川そのものの状態が異なる

ためと思われる。しかし我々の式から求めたBOD推定値は 0.4ppm前後であり、人為的汚濁の比

較的少ないと考えられる岩見川上流区域においては妥当な値であり、岩見川においては我々が

求めた式の関係が成りたつものと考える。

表ー 6 単位面積当たりの汚濁負荷量及びBOD濃度の推定 表ー 7 降水量（岩見三内）

項 目 S52. 4. 7 S52.6.22 S52. s. 4 S 52.10.9 年月日 降Gmn水)量 備 考

Q (，，，/s) 6.23 3.02 3.13 7.0 7 52. 4. 5 

゜
2 4 hr 

A （kil,) 10 3.4 10 3.4 1 03.4 10 3.4 
4. 6 2 2 4 hr 

4. 7 3 2 4 hr 
QA U/kili・ s) 60.2 5 2 9.21 3 0.2 7 68.38 

実測 BOD (p陣） 1.5 1.1 0.6 0.7 6.20 

゜
2 4 hr 

LBOD (k9／血y) 8 0 7.41 28 7.02 16 2.2 6 42 7.59 6.21 

゜
2 4 hr 

Lsoo-A (kgA•day) 7.8 l 2.7 8 1.5 7 4.) 4 
6.22 

゜
2 4 hr 

LBOD-(kA9の推•血定'I/) 4.5 2 2.04 2.12 5.1 7 

洞
LBOD-natの賢＼沢 (k辺・

3.62 1.75 1.8 2 4.1 0 

の

贋尉霜讐の徊）方 0.87 0.8 1 0.81 0.88 

法
の自推然定汚濁BOD伯濃通度） 0.7 0 0.6 9 0.70 0.69 

(1)方 LBOD-(k叫Aの•推da定y) 2.44 1.09 1.13 2.7 9 
式

8. 2 1 2 4 hr 

8. 3 ， 2 4 hr 
8. 4 

゜
24 hr 

10. 7 

゜
2 4 hr 

10. 8 7 2 4 hr 

の法 BODの推定(ppm) 0.4 7 0.43 0.4 3 0.4 7 10. 9 3 2 4 hr 

6 まとめ

今回の調査では岩見川水系上流部における自然的汚濁BOD濃度は_..£:.4_ppm前後であり、その汚

濁量は痙量．ふ隆ム量，も加蕊，よと鬼本面且に依，＇ゴ 999ゑ，上，品ねとゐ。その他、 BODに対する因子と

して、地質、地形、気候等があげられる。現段階においては、岩見川水系の自然汚濁濃度は推定
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に過ぎないが、今後、数多くの調査により確定的な結果が得られるものと思われる。
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